
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 中間評価

中間評価 ５ 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

〇学習指導における、全職員による共
通理解と共通実践。
○児童同士の関わりで学びを深める授
業づくりの推進。

〇学力向上対策評価シートに示した成
果指標と共通指導事項「神スタイル」へ
の取組を達成した教師９０％以上。
〇百マス計算について各学年が設定し
た目標の達成。
○「授業で､自分の考えを書いたり友達
と伝え合ったりすることができますか」に
肯定的な回答をする児童の割合80%以
上。

・教職員間でマイプランを共有し、毎学
期共通実践を再確認すると共に、成果
指標の振り返りを行う。
・百マス計算の方法を共通理解し、発達
段階、児童の実態をもとに各学年で目
標や達成率を設定する。
・「授業づくりのステップ１・２・３」を活用し
観点に沿った「話し合う活動」を設定した
授業づくりを推進し、年間を通して、校内
研究等で取組を紹介する。
・各教科等において「話し合う活動」の場
を設定する。

A

・学力向上対策評価シートに示した共通実践や「神スタイル」
の取組については、ほぼ全ての教員が実践している。
・今年度より目標設定を個人での意思決定にしたことにより、
どの学級でも意欲的に百マス計算に取り組む児童が増えた。
個人目標を達成した学級はまだ少ないが、継続して取り組み
達成を目指していく。
・「授業づくりのステップ１・２・３」を活用し観点に沿った「話し合
う活動」を設定した授業づくりの推進についても、ほぼすべて
の職員が意識して取り組んでいる。職員研修では他教科での
話し合う活動についての研修も行うことで、今後も、各教科で
話し合う活動を効果的に設定し、授業づくりを改善していく。

A

・学力向上対策シートに示した共通実践や「神スタイル」の取組については、毎学期アンケートを
とったところ、毎学期９０％以上の教師が実践をしていたので、成果目標を達成している。
・100ます計算については職員の８５％が目標達成のための指導を心掛けており、６月と１２月の
達成状況を比較するとどの学級も伸びが見られた。全体的に見ても６月の個人目標達成は３４%
だったのに対し１２月は６４％と顕著な伸びが見られた。
・「授業づくりのステップ１・２・３」を活用し観点に沿った「話し合う活動」を設定した授業づくりの推
進については、年間を通して約９割の職員が意識して取り組んでいる。今年度は、対話の際に
思考ツールを用いて児童自身の考えを言語化させることで、児童の対話が活発になった。児童
アンケートでも、「授業で自分の考えを書いたり、友達と伝え合ったりすることができる」と回答し
た児童は９４％で中間評価よりも高くなり、成果指標を達成している。

A

・子どもたちが、どの学年も落ち着いて学習に臨んでいるよう
で安心した。それぞれの学年で工夫しながら、支援・指導して
いただいている様子がうかがえる。
・全体で発言できない子どもに対して、ペア活動やグループ
活動を取り入れているのは、良い取組だと思う。
・話の聞き方や鉛筆の持ち方など、基礎基本をしっかりと指
導することが大切だと感じる。
・タブレット使用も大切だが、書く活動も大切にしてほしい。

〔まなび部〕
・学力向上対策コーディ
ネーター
・研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○道徳や人権に関するアンケートにおい
て肯定的な回答をした児童８５％以上

・ふれあい道徳や人権に関する取り組み
について保護者や地域に情報を発出す
る。
・平和集会及び人権集会の実施 A

・全学年道徳の授業参観、平和集会、人権集会を実施した。
人権に関する取り組みを人権週間に重点的に行い、学校だよ
りや学級通信でも人権に関する内容を伝えている。
・人権に関する児童アンケートでは、96％の児童が「学校で安
心して過ごしている」、100％の児童が「自分や友達を大切にし
ている」と回答している。

A

・年間を通して人権に関する取組を行ったことで、児童アンケートでは、97％の児童が「学校で安
心して過ごしている」、99％の児童が「自分や友達を大切にしている」と回答しており、児童に自
他の生命を尊重する心や他者への思いやりの心を育むことができた。
・人権に関わる取組を、人権・平和に関する集会や人権週間の時だけでなく、普段から学年や学
級に対して必要に応じて行うことができた。今年度も「なかよし積み木」に取り組むことで、児童
の相互理解、思いやりの気持ちの醸成につながった。

A

・子どもたち同士で、友達の良さを見つけて、伝えるような活
動が行われているのは、良い取り組みだと思う。素敵なメッ
セージを書いている掲示を目にした。うれしく感じていると思
う。
・子どもたちの自己肯定感を高める活動は大切だと思う。

〔こころ部〕
・人権･同和教育担当者
・道徳教育推進教員

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「いじめや不登校など、子どものサイ
ンを見逃さず、子どもの心情に寄り添う
指導を行っている」と回答した教職員９
５％以上

・年６回の「今の気持ちアンケート」の実
施
・月1回の生徒指導協議会の実施
・年２回（５月期、１０月期）の担任教員と
児童個々の「お話週間」の設定

A

・今の気持ちアンケート、いじめアンケート、お話し週間を計画
通り実施した。
・いじめや不登校など子どものサインを見逃さず、子どもの心
情に寄り添う指導を行っていると回答した教職員は100％で
あった。

A

・今の気持ちアンケートやお話週間を予定通り実施し、児童の悩みに早期対応することができ
た。
・いじめや不登校など子どものサインを見逃さず、子どもの心情に寄り添う指導を行っていると答
えた教職員は100％であった。いじめ、不登校ともに認知件数は微増傾向にあることから、次年
度は予防的な手立ての実施を図りたい。

A

・いじめ件数が増えているのが心配に感じたが、積極的認知
だということで理解した。いじめの内容が少し気になる。引き
続き、丁寧な見守りでサインを見逃さないようにしてほしい。
・いじめの認知の後の対応が大切なのではないか。

〔こころ部〕
・教育相談担当
・教頭

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒８
０％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童生徒８
０％以上

・教師が、児童のがんばりを見つけ、称
賛・承認する機会をもつことを通して、児
童の自己肯定感を高める。
・キャリアパスポートを活用して学期のに
目標を立てさせる。学期の終わりには振
り返りをし、次の学期につなげる。

A

・道徳や学活の時間を使い、児童のがんばりを見つけ称賛・承
認した。「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」
と回答した児童は9４％であった。
・各学年で学期初めや行事の前に目標をたてさせ、振り返りを
行った。92％の児童が「将来の夢や目標に向かってがんばる
ことができた」と肯定的な回答をしている。

A

・児童のがんばっているところ、よい面などを見つけ、称賛・承認した。「先生は、あなたのよいと
ころをほめてくれますか」のアンケート項目では、約９０％の児童がほめてくれたと回答している。
・行事の都度、振り返りを行った。９４％の児童が「将来の夢や目標に向かってがんばることがで
きた」と回答しており、前向きに活動に取り組んでいることが分かる。
・全校挙げて取り組んだ、「ほめほめカード」による称賛や、「神小自慢大会」の実施も、児童の
自己肯定感を高めることにつながった。

A

・ほめる活動が日常的に行われているのは、よいことだと思
う。
・細かく見つけて、伝え合うことが大切だと思う。思いついた
ら、伝えるようにするとよい。
・先生方からのメッセージは、子どもにとって大切だと感じる。

〔こころ部〕
・生徒指導担当

○高学年児童のリーダーシップを育てる
と共に、下級生の上級生へ憧れる気持
ちを育て、「お互いを高め合う集団」とし
ての集団力を高める縦割り班活動

○縦割り活動の振り返りにおいて肯定
的な回答をした児童８５％以上。

・縦割り掃除の実施（週２回）
・縦割り遊び（月１回）の実施

A

・縦割り掃除、縦割り遊びを計画通り実施することができた。
・縦割り活動では、下級生の世話ができた児童が92％、友達と
協力して活動できた児童が95％であり、集団力を高める活動
ができている。

A

・縦割り掃除、縦割り遊びを計画通り実施することができた。
・縦割り活動では、下級生の世話ができた児童（５・６年）が93％、友達と協力して活動できた児
童（１～４年）が99％であった。高学年児童がリーダーシップを発揮し、下級生が協力して活動を
行うことができており、お互いを高め合い、集団力を高める活動ができた。

A

・登校班など学年を越えてのかかわりは大切だと思う。 〔こころ部〕
・縦割り班活動担当

●望ましい生活習慣の形成 ●早寝、早起き、朝ご飯の徹底
〇健康に良い食事をしていると回答する
児童９０％以上。
○登校時や給食前後などの石けん手洗
いの徹底
〇給食準備中のマスク着用の徹底
○習い事がない日は、９時から１０時ま
でには寝ると回答する児童９０％以上。

・毎日の健康観察での調査や声かけの
徹底。
・手洗いについては随時声かけをする。
・保健便り、学級通信などで規則正しい
生活習慣の重要性やゲームの使用時
間の管理を啓発する。

B

・健康に良い食事をしていると回答する児童は、83％であっ
た。給食の時間を中心に、指導の継続が必要である。
・手洗いやマスク着用については、声かけの徹底により95％の
児童ができたと答えている。
・就寝時刻が守れている児童が70％であった。保健便り、学級
通信などで規則正しい生活習慣の重要性についての啓発をさ
らに進めていく必要がある。

B

・健康に良い食事をしていると回答する児童は、86％と改善が見られたが、目標値には届かな
かった。給食の時間を中心に、担任と栄養教諭や給食担当が連携して、根気強く指導を続けて
いく必要がある。
・手洗いやマスク着用については、指導の徹底により97％の児童ができている。
・保健便り、学級通信などで規則正しい生活習慣の重要性を啓発してきた。そのため、推奨する
就寝時刻が守れている児童は77％まで増加し、改善が見られた。今後も引き続き保健便りや学
級通信などで啓発を行い、さらにPTA活動などとの連携を図っていきたい。

B

・感染症の心配もあるが、コロナ禍を経て、子どもも大人も対
応に慣れてきている。日常的な感染予防対策を身に付けさせ
ることが大切ではないか。
・就寝時刻については、家庭によって生活スタイルも違うの
で、なかなか難しいと思う。奨励する時刻として、あとは、家
庭での取組として任せてはどうか。

〔すこやか部〕
・体力づくり担当
・健康指導担当
・養護教諭

○安全に関する資質・能力の育成 ○運動場で安全に遊ぶことができたと回
答する児童90％以上。
○自転車のヘルメット着用率９０％以上

・月に１度ヘルメット着用、防犯ブザー所
持の状況を調査し学校便り等で保護者
への啓発を図る。
・遊具での正しい遊び方、教室等での安
全な過ごし方の継続指導

B

・ヘルメット着用率は93％、防犯ブザーの所持率は76％であ
り、指導の継続が必要である。
・安全な過ごし方について概ねできていると回答した児童は
86%。休み時間巡回して指導にあたる。けがによる保健室利用
は昨年度より減っている。

B

・ヘルメット着用率は93％、防犯ブザーの所持率は75％であり、引き続き指導が必要である。学
年、学級通信などで保護者への啓発、協力の呼びかけを強化したい。
・安全な過ごし方について概ねできていると回答した児童は87%であった。
・休み時間の運動場でのボール遊びのルールを見直したため、けがによる保健室利用は昨年
度より減少し、児童間のトラブルも少なくなった。

B

・ヘルメットの着用は、以前に比べてよくなっている。地域で
の過ごし方については、保護者の協力も含め、引き続き指導
が必要だと思われる。
・防犯ブザー所持については、家庭との連携をもっと深め、進
めてほしい。

〔すこやか部〕
・安全教育担当
・教務

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・業務の精選やICT活用の推進を行い、
学級事務の時間を確保する。
・定時退勤日を設定し確実に実行する。
・毎月の業務記録をフィードバックし、個
人の業務改善への意識を高める。

A

・職員の時間外在校等時間は月平均26時間12分であった。月
45時間以上の職員は毎月13％ほどである。
・毎月時間外勤務時間を示し、個人の勤務状況の振り返りを
行った。 A

・毎月、会議で時間外勤務時間集計を示し、個人の勤務状況の振り返りを行った。
・職員の時間外在校等時間は月平均26時間4分であった。昨年度の時間外在校等時間の月平
均（27時間43分）よりも時間の削減ができた。
・定時退勤日の実施については十分ではなかった。
今後も業務内容の目的を明確にして見直しを図ったり、業務の効率化を意識したりして、継続し
て時間外在校等時間の削減に努めたい。

A

・効率化は必要なので、できる範囲で業務改善を進めてほし
い。

・教頭
・各部長

〇教職員の自らの働き方の改革と心身
の健康の保持への意識の向上

〇「働き方改革を意識し、心身の健康の
保持に努めている」と回答した教職員が
85％

・メンタルヘルスに関する情報の提供
・働き方改革や健康保持に関する研修
会の実施 A

・教職員アンケートでは、97％が「働き方の改革を意識し、心
身の健康の保持に努めている」と回答した。
・セルフケア、ラインケアに関する情報を回覧等で周知するとと
もに、年休取得向上に努めた。

A

・セルフケア、ラインケアに関する情報を回覧等で周知するとともに、引き続き年休取得向上に
努めた。
・教職員へのアンケートでは、100％の教職員が「働き方の改革を意識し、心身の健康の保持に
努めている」と回答しており、高い意識をもって業務に従事している.。

A

・働き方改革で保護者や地域の協力が必要であれば、呼び
かけてはどうか。

・教頭
・各部長

●特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○特別支援に関する専門性と意識が向
上したと回答する教員８０％以上。
○通常学級と特別支援学級で連携した
交流及び共同学習の実施。

・障害理解や合理的配慮の工夫に関す
る研修会を行い、専門性の向上を図る。
・児童の特性に応じた交流及び共同学
習の実践を行う。 B

・特別支援教育に関する研修や実践を行い、専門性や意識が
向上したと回答する教員は97％であった。
・通常学級と支援学級で連携した交流及び共同学習の実施に
ついては88％にとどまっており、特別支援教育Coと協力して積
極的な実施に向け改善を図る。

B

・年間を通して研修会の実施や特別支援学級の授業参観を行い、全教職員の特別支援教育に
ついての理解を深める機会を設けた。後期、専門性や意識が向上したと回答した教職員は89％
であった。
・特別支援学級担当者においては、巡回相談の利用やエリアリーダーやスーパーティーチャー、
SCと連携し、助言等をもらいながら指導を行い、専門性の向上に努めた。交流学級とのかかわ
りや共同学習については、今後も引き続き積極的な実施に向け改善を図っていく。

B

・特別支援教育の充実は、大切だと感じる。来年度、学級数
も増えるということなので、ますます指導のあり方について
は、全校での共通理解で進めていくことが大切だと思う。

・特別支援教育コーディ
ネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の視点に
立つ学級づくり

○個々の特性に応じた指導・支援の充
実
○個々が大切にされる学級風土の醸成

○毎月の子ども支援会議の実施
○保護者アンケートにより「学校は子ど
もの良さがいかされる学級づくりに努め
ている」との回答90％以上

・子ども支援会議にて配慮を要する児童
の状況について共通理解を図り、組織
対応を充実させる。
・専門性向上を目指した職員研修の実
施。
・学校だよりや集会を通して、児童や保
護者への啓発活動を行う。

A

・計画的に子ども支援会議を実施することができ、配慮を要す
る児童の状況について共通理解を図り、組織対応を行うことが
できた。
・保護者アンケートでの「学校は子どもの良さがいかされる学
級づくりに努めている」との回答は96％であった。

A

・計画的に子ども支援会議を実施し、支援を要する児童に対し、適切な対応をとることができた。
また、必要に応じてケース会議を実施し、支援体制の充実を図った。
・保護者アンケートでの「学校は子どもの良さがいかされる学級づくりに努めている」との回答は
96％で、個に応じた指導・支援について理解が得られている。 A

・特別支援教育は、幼稚園や保育園でも重要となっている。
様々な機関と連携しながら、早期の対応や支援体制の確立
が大切だと思う。

・特別支援教育コーディ
ネーター
・教育相談担当

○主体的な学びに向けた
ICT利活用

○教職員・児童のICT利活用能力の向
上
〇情報モラル教育の充実

○「1人1台タブレットを週３回以上使用し
た」と回答する教職員・児童80％以上。
〇学年に応じた情報モラル教育やプロ
グラミング教育の授業を実践した学級
100％

・プログラミングに関する教材の共通理
解。
・タブレット活用に関する研修会の実施。
・学年に応じた情報モラル教育の実践。 C

・「タブレットを週３回以上使用した」と回答する教職員は62％、
児童は56％であった。
・学年に応じた情報モラル教育やプログラミング教育の授業を
実践した学級は62％であった。
・授業や家庭学習でのタブレット活用に関する情報共有や研
修を行い、冬休みに持ち帰り使用を行う。

C

・タブレットの授業や家庭学習での利用促進を図るため、ドリルアプリを導入したりお薦めの学習
支援サイトを紹介したりして、活用環境の整備を行った。
・「タブレットを週３回以上使用した」と回答する教職員は63％、児童は52％であった。
・学年に応じた情報モラル教育やプログラミング教育の授業を実践した学級は71％と改善が見ら
れた。
次年度は教育情報化推進リーダーを中心に、具体的活用場面を紹介した研修会を実施し、教職
員のタブレット活用能力の向上に向け、改善を図る。

B

・学校としての実施結果の最終評価は、Cとなっているが、取
組状況等の報告内容から考えると十分B評価でよいと思う。
・タブレット等の使い方に加え、情報モラル教育については、
引き続き、充実を図る必要がある。SNSトラブルなどの事件も
多い。子どもたちがそのようなことに巻き込まれないように指
導しておくことは大切だと思う。

・情報教育推進リーダー
・教務

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 神埼市立神埼小学校

１ 前年度

  評価結果の概要

様々な課題解決や教育活動推進に向けて、それぞれの担当を中心に組織で進めることができ、重点目標については概ね達成できた。これまでの取組を継続しつつ、今後次の視点をもって取組を進めていく。

・共通理解・共通実践により教職員の指導力向上を図ると共に、児童が落ち着いて生活や学習に取り組むことができるようにする。

・児童の学ぶ目的意識の向上につながるような授業改善、校内研究に継続して取り組む。

・ＧＩＧＡスクール構想を念頭に、タブレットを全学年が計画的に活用し、学力向上を目指す。

２ 学校教育目標 『体を強く  心賢しく  学び合う  せんだんの子』の育成成合う  せんだんの子』の育成

３ 本年度の重点目標

①落ち着いた学習態度を育成し、友達と関わり合いながら確かな学びの定着を目指す。

②基本的な生活習慣を身につけさせ、健康で明るい生活態度を養う。

③自己肯定感を高め、自分も友達も大切にすることのできる児童の育成を図る。

④業務の効率化を図りつつ、教員の資質の向上を目指す。

４ 重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

５ 総合評価・

  次年度への展望

本年度設定した４つの重点目標について、概ね達成できた。
次年度は、
・望ましい生活習慣の形成　　　・安全に関する資質、能力の育成　　　・特別支援教育の充実　　　・教職員、児童のICT利活用能力の向上   については最重点項目に位置付け、課題解決に向けて各指導部会で方策を検討する。そして、全教職員で重点目標や成果指標をより意識し、改善に向けた教育活動に取り組んでいく。

学校関係者評価

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価


